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設置の背景（※平成29年の立ち上げ当時）

• 人口減少、人口構造の変化

（24年後の人口1万人以上減、高齢化率10ポイント増）

• 若年層の都市部への流出、東京一極集中

（平成27住基人口 東京圏11万9357人転入超過、名古屋圏・大阪圏3年連続転出超過）

本市が直面する課題

• 製造品出荷額で輸送用機械器具は、全体の約7割

• ものづくり産業の集積（技術の高度化、他産業への応用等で産業構造の裾野拡大が期待）

競争力のある産業の創造と雇用の創出

一方、現下の雇用情勢は…

• 有効求人倍率の改善による人手不足
• 地域を越えた激しい人材の奪い合い

若年労働者等の人材確保が困難な状況

• 官民連携による雇用対策に関する情報共有・連絡調整の場を設置

市内産業に携わる若年労働者等の人材確保への対応

鈴鹿市まち・ひと・しごと創生総合戦略
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鈴鹿市雇用促進連携協議会の主な取り組み

年度 雇用促進連携協議会 主な取り組み

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和2～5年度

令和6年度

平成29年度 第1回協議会（平成29年5月30日）

【議題】雇用と就職にかかる意見

平成29年度 第2回協議会（平成30年1月24日）

【議題】地元就職を増加させるための方策

【議題】女性の雇用・登用にかかる意見

平成30年度 第1回協議会（平成30年10月16日）

【議題】学生と地元企業のマッチング手法

令和元年度 協議会（令和2年1月29日）

【議題】学生と地元企業のマッチング手法

（副題）インターンシップ、職業体験について

（副題）WEB、SNSの活用について

合同企業説明会inすずか

中小企業紹介用パンフレット

「鈴鹿 de はたらこっ！」

「企業と高校の採用・就職

に関する情報交換会」

「鈴鹿 de はたらこっ！

プロジェクト」

令和6年度 協議会（令和6年6月25日）

【議題】各団体の採用・就職の現状等

相互連携

※ 新型コロナウイルス感染症拡大等により開催を見送り
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令和6年度 鈴鹿市雇用促進連携協議会（6/25）

• 昨今の市内企業における労働力確保の課題について、若年労働者等の人材確保に向け、官民

が連携して雇用対策に関する情報共有、連絡調整等を行い、本市の雇用施策の一層の推進を

図ることを目的に、鈴鹿市雇用促進連携協議会を設置する。

• また、第１回目の本協議会（6月25日）以降については、企業部会、大学部会、高校部会での

会議の開催や、部会同士での会議を実施することで、各部会における課題の共有や、その解

決に向け、雇用の促進を図る。

令和6年度 鈴鹿市雇用促進連携協議会

【仮】スケジュール

※ 開催時期は、各部会と調整のうえ決定


